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CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

モデル

効果指標

方法

＜0.00001

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性

検診群

RRSO

統合値

固定効果もでる

ハザード比

Unverse-variancemethod (RevMan5.3)

CQ

卵巣癌卵管癌発症リスク低減効果

研究デザイン

感度分析

Funnel plot

コメント：

コメント：施行せず。

RRSOによるincidence減
少効果は有意である。

その他の解析

メタリグレッ
ション

コホート研究

文献数 コード

Forest plot

コメント：
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Funnel plot

コメント： 出版バイアスを認めず

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

RRSOにより有意に生存率
の改善が認められる。

感度分析

効果指標 ハザード比 統合値 ＜0.0001

Forest plot

コメント：

モデル 固定効果モデル 方法 Inverse-variance method (revMan5.3)

CQ
CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 全生存率改善効果（総死亡率低下効果）

研究デザイン

コホート研究

文献数 コード

統合値
0.28（0.18-0.40）、P<0.00001
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モデル 固定効果モデル 方法 Inverse-variance method (RevMan5.3)

CQ
CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 乳癌発症リスク低減効果

研究デザイン

コホート研究
①BRCA変異陽性者全体
②BRCA1変異陽性者の
み
③BRCA2変異陽性者の
み

文献数 コード

統合値
①0.55（0.46-0.65）
②0.43（0.27-0.69）
③0.52（0.41-0.66）

効果指標 ハザード比 統合値 <0.0001

Forest plot

HR
BRCA1：0.93（0.80-1.08）
BRCA2: 0.58（0.41-0.81）

コメント：

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを認めず①②③

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

RRSOの乳癌発症リスクを
検討した論文をすべてメタ
解析したところ、RRSOに
より有意に乳癌は低下し
ている。しかし、
BRCA1/BRCA2に分けて
メタ解析を行うとBRCA1で
は統計学的な有意差は認
められなか た

感度分析

a.  全体

b.  BRCA1変異陽性者のサブグループ解析

c.  BRCA2変異陽性者のサブグループ解析
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モデル 固定効果モデル 方法 Inverse-variance method (RevMan5.3)

CQ
CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 乳癌発症リスク低減効果

研究デザイン

コホート研究
①BRCA変異陽性者全体
②BRCA1変異陽性者のみ
③BRCA2変異陽性者のみ

文献数 コード

統合値
①0.92（0.67-1.26）
②1.18（0.94-1.49）
③0.85（0.62-1.18）

効果指標 ハザード比 統合値

Forest plot

コメント：

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを認めず

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

Heemskerk-Gerritsenらに
よる人年法で検討すると
乳癌発症リスクはRRSO群
と検診群では有意な差を
認めない感度分析

d.  Heemskerk-Gerritsenらの人年法を用いた研究

e.  人年法を用いたBCRA1変異保持者のサブグループ解析

f.  人年法を用いたBCRA2変異保持者のサブグループ解析
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モデル 固定効果モデル 方法 Inverse-variance method (RevMan5.3)

CQ
CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 乳癌発症リスク低減効果

研究デザイン

コホート研究
①対側乳癌発症

文献数 コード

統合値
①0.82（0.63-1.07）

効果指標 ハザード比 統合値

Forest plot

コメント：

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを認めず

その他の解析 施行せず コメント：

メタリグレッ
ション

RRSOは対側乳癌リスクと
も相関がない

感度分析
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Funnel plot

コメント：

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

それぞれの研究でエンドポ
イントおよび評価法が異な
るため、メタ解析は実施せ
ず

感度分析

効果指標 統合値

Forest plot

コメント：

モデル 方法

CQ

CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 癌への不安軽減効果

研究デザイン 文献数 コード
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Funnel plot

コメント：

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

医療経済の検討は、それ
それの仮定とするモデル
および各国の診療に要す
るコストが異なるため、メタ
解析は実施せず感度分析

効果指標 統合値

Forest plot

コメント：

モデル 方法

CQ

CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 卵巣癌卵管癌発症リスク低減効果

研究デザイン 文献数 コード
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モデル 方法

CQ

CQ5　BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性にリスク低減卵巣卵管切除術は勧められるか

BRCA1あるいはBRCA2遺伝子変異をもつ女性 RRSO

検診群 早期閉経の影響

研究デザイン 文献数 コード

効果指標 統合値

Forest plot

コメント：

Funnel plot

コメント：

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

それぞれの研究でエンドポ
イントおよび評価法が異な
るため、メタ解析は実施せ
ず

感度分析
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